
第５回  輸血  検査研究班 班会議議事録 

 

１ 日  時 ：令和 5 年 1 月 27 日  18 時 45 分 ～ 20 時 30 分 

２ 場 所 ： JCHO 埼玉メディカルセンター 会議室  

３ 出席者 ：  久保居由紀子 宮澤翔子 小原佑太 岸健太 比嘉絢子     

              川内沙織 廣田渉                      

４ 欠席者 ：  岩崎篤史   

５ 議事内容（用紙不足の場合は欄右上にＮｏを記入し追加使用下さい）  

                                                       No.１ 

実技研修会について打ち合わせ 

1) スケジュールについて 

大まかな流れは以下の通り 

8:30 班員集合・準備開始 （受付時、参加者へ領収書を渡す。） 

9:00 午前の部 受付開始 

9:30 午前の部 開始 

12:15 午前の部 終了 

 

13:00 午後の部 受付開始 

13:30 午後の部 開始 

16:15 午後の部 終了 

16:30 班員解散 

 

2) 班編成について 

AM：13 人 4 班 

PM：9 人  3 班 

 

各班に班員が 2～3 名ついて指導を行う。 

 

3) 事前準備について 

2 月 3 日 18：30～ 埼玉メディカルセンター（試薬などの分注） 

2 月 4 日 14：00～ 県立大学（試料の準備） 

 

資料準備…久保居氏、比嘉氏 

試薬瓶ラベル作成…小原氏 

 

当日は会員証を名札として使用するため、今回は名札を作成しない。 

 

  



No.２ 

 

4) 当日の会場案内について 

県立大学の方で作成していただく予定だったが、当日は大学の撮影会があり会場に

掲示ができなくなってしまったため、参加者へは事前にメールで案内する。 

 

 

5) 活動報告書作成について 

活動報告書に、参加者の感想も載せたいため、AM・PM それぞれ 1 名ずつ選出し感想

文を依頼する。 

 

当日の写真撮影（研修会の様子など）を小原氏が担当する。 

 

 

6) 研修症例について（川内氏より） 

① 亜型 Bm を想定した異常反応 

吸着乖離試験の習得をメインとする 

 

② 不規則抗体による異常反応を想定した症例 

不規則性抗体の同定を行う 

   実際の実習の進め方、及び解説内容について班員で再確認を行った。 

 

 

 

次回研究班会議予定：未定 

                                       提出日 令和 5 年 1 月 30 日 

                                               文責： 廣田 渉 


